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はじめに  

岡山県赤磐市教育委員会では、新拠点整備に伴い 11月から曽根田遺跡の発掘調査

を行っています。  

曽根田遺跡は赤磐市岩
いわ

田
た

に所在し、山陽団地がある丘陵南東麓の緩やかな傾斜地に

位置します。周辺には、用
よう

木
ぎ

山
やま

遺跡や惣
そう

図
ず

遺跡、便
びん

木
ぎ

山
やま

遺跡、岩田 14号墳などの山陽

団地内の遺跡群、国史跡の 両
りょう

宮
ぐう

山
ざん

古墳
こ ふ ん

と備
び

前
ぜん

国
こく

分
ぶん

寺
じ

跡
あと

をはじめとする西
にし

高
たか

月
つき

遺跡群

などの重要な遺跡が所在し、歴史遺産の集積地となっています。  

曽根田遺跡の調査成果  

調査区は、傾斜地に広がる曽根田遺跡の南端近くに位置します。調査区内は北から

南に向かって低くなり、南西部は低位部となります。  

これまでの調査では、弥生時代中期（約 2,100年前）から古墳時代後期（約 1,500年

前）にかけての遺構
い こ う

や遺物
い ぶ つ

が見つかっています。弥生時代では、中期から後期（約

1,900年前）の多数の 柱
はしら

穴
あな

や土坑
ど こ う

、落ち込み、溝
みぞ

等を確認しました。  

古墳時代では、前期（約 1,700年前）と考えられる竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

をはじめ、前期から中

期（約 1,600年前）の柱穴や土坑、溝、たわみ、後期の掘立柱建物
ほったてばしらたてもの

や柱穴、溝等を確

認しています。低位部周辺で見つかった土坑の一部は、井戸
い ど

となる可能性があります。

また、中央で見つかった掘立柱建物は４×２間の側柱
がわばしら

建物です。  

出土した遺物には、大量の弥生土器や土師器
は じ き

のほか、須恵器
す え き

、石器、土製品、銅製

品、桃核
とうかく

などがあります。  

おわりに  

今回の調査によって、弥生時代中期から古墳時代後期にかけての集落が平地に広

がる曽根田遺跡の様子が明らかになりつつあります。その存続期間が重なる丘陵上

に営まれた山陽団地遺跡群や、周辺古墳群との関連など、赤磐市の原始社会を考える

うえでの貴重な成果であるといえます。  

  

岡山県赤磐市教育委員会  社会教育課  

〒709-0816  岡山県赤磐市下市 337（山陽郷土資料館内）  

電話：086-955-0710 FAX：086-955-0758 

調査中であり、内容が変わることもありますので、本資料の引用・転載は  

お控えください。  
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第１図  曽根田遺跡と周辺の遺跡（ 1/25,000）  
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第２図  関連年表  
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第３図 掘立柱建物の構造 写真１ 掘立柱建物（北から）  時期：古墳時代後期 

「桁行４間・梁行２間」の平面 
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写真４ 竪穴住居（北から）  

時期：古墳時代前期か 

第４図 遺構配置図（1/200） 

写真２ 土坑１（断面：西から） 

時期：古墳時代中期 

写真３ 土坑２（北から）  

時期：古墳時代前期 
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写真５ 落ち込み（東から）  

時期：弥生時代中期～後期 
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